
1. 研究背景
・安全な離着岸の検討/自動離着桟の技術開発には、
離着岸時の現象を高精度に評価することが不可欠

・離着岸時に生じる現象には浅水影響や側壁影響があるが、
側壁影響に関する研究例は浅水影響と比べるとわずか

    ※側壁影響: 船体が側壁近傍を航行する際に、船体が側壁に吸い付けられるように
                     引かれる力やモーメントが生じる現象
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2. 研究目的
・最終目標: 側壁影響の流体力学モデルの構築/CFDによる側壁影響評価手法の確立
・本研究の目的: CFDによる水槽試験用実験装置（模擬岸壁）の仕様検討

3. 実施事項
・十分に深い水深※1にて、①船体が岸壁に沿って平行に直進、②船体が岸壁に対して横移動
（離岸/着岸）する条件で、船体に作用する流体力やモーメント、船体周りの流場を評価
・CFD計算※2の種類: 岸壁なし、全面壁（深さ4.5m）、模擬岸壁（深さ1.0, 2.0, 3.0m）

①平行に直進: ミッドシップ位置の
断面における圧力分布

今回の研究

②横移動（離岸時）: 船体に作用する横力FYと回頭モーメントMZの時系列
およびミッドシップ位置の断面における模擬岸壁下端の面内速度ベクトル4. 研究成果

・船体に作用する横力/モーメントについて
✓平行に直進:模擬岸壁の深さが小さいと、全面壁と比べて小さくなる

             模擬岸壁の深さを大きく（今回の場合, 2.0m以上）すると、全面壁と同等の値に
✓横移動:模擬岸壁では、深さによらない＆時系列に振動が発生し全面壁と異なる傾向

       →模擬岸壁端部の開口部で流れが発生することによる
・開口部を有する模擬岸壁では、全面壁の結果を再現することは困難
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・模擬岸壁の深さ（1.0~3.0m）に
よらない

・模擬岸壁では時系列に振動が発生、
全面壁と異なる傾向に 模擬岸壁端部の

開口部で流れが発生
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模擬岸壁の深さに
よって圧力分布が
異なる

※1 模型船喫水約0.15mに対して水深4.5m  ※2 当所開発、NSソルバーNAGISAと重合格子システムUP_GRIDを使用
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